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リプレースの対象 

リプレースの概要 

UPS（無停電電源装置）旧機種のリプレース 

ＬＳＩテストシステム TS6000シリーズ向け 

TS6000シリーズに搭載されている、新電元工業製UPS（UPAC-11）は、2011年12月末をもって、メーカーが
保守を停止し、交換用のバッテリーの入手が出来なくなっております。 
新電元工業製UPSをお使いの場合は、HDD故障リスクの低減や装置延命の観点から、是非とも新しいUPS
へのリプレースをお勧めいたします。 

UPS 新電元工業製UPS UPAC-11A, UPAC-11C 

モデル 
上記UPSが搭載されたTS6000シリーズ
（TS6000/TS600,TS6600,TS6700/TS670,TS6800/TS6800C,TS6900） 

テスタコントローラ 
QTC-A/C/D/E/G 
(QTC-A搭載のテスタもリプレースが可能となりました)  

OS Solaris2.6以上  

テスタシステムソフト V2.24以上 （注1） 

QRSQユニット QRSQ-A以上 （注2） 

注1） V2.24未満の場合、パッチ作業の必要や一部バージョンでは未対応のなどの制約があります。 
注2） QRSQの場合はQRSQ-Aへの改造、または弊社代替品のQRSQ-Aとの交換により、新しいUPS 
    へリプレースが可能です。 
上記の詳細につきましては、弊社までお問合せお願いします。 

リプレース 

新電元工業製 

三菱電機製 

新UPS 三菱電機製 FREQUPSシリーズUPS 

リプレース作業 

• UPSの交換（取り付け金具を含む） 
• UPSの制御ソフトのインストールと設定 
  （以下は状況に応じ特注作業になります） 
• テスタシステムソフトのバージョンアップまたはパッチ 
• QRSQユニットの交換または改造作業 

価格 都度見積となります。弊社までお問合せお願いします。 

! ご注意 

UPSのバッテリの推奨交換周期は、不良時または2年です。交換周期を過ぎ、長期間UPSを使用した場合、 
• 変形、液漏れ、発煙、焼損する恐れがあります。 
• 停電時にUPSが正常に機能せず、ソフトウェアが壊れ、テスタが立ち上がらなくなる恐れがあります。 
以上からバッテリーの定期的な交換をお勧めいたします。 
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